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コメント記述をプログラム本体（文書本体）から分離できる環境の実現

◎ コメント記述の取捨選択が可能
母国語に合せて切り替え
非公開（部外秘）のコメント

◎ より細かいコメントづけが可能 行単位のコメントに限定されない
{

Emacs のマイナーモードとして実現

・コメント記述は
    別ファイルに保存

・エディタと連動し，
　適切なコメントを表示

コメントの対応する箇所はハイ
ライト化されて対応づけが容易

図示によるコメント
が可能となった

分離されたコメント記述


